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研究成果の概要（和文）：自己意識の発達過程解明は、ヒト社会性発達研究の最重要課題の一つである。本研究
の最終目標は、学際的アプローチより、乳幼児期～成人期における自己認識・自己顔認知能力発達の個人差とそ
の神経生物学的基盤を包括的に解明することである。本研究の主な成果として、男性ホルモンレベルの違いと、
女性の自己顔に対する注意反応の個人差との関連性を明らかにした他、自閉スペクトラム症者における自己認識
メカニズムの非定型性解明につながる新規知見を明らかにした。さらに、視聴覚刺激に対する乳児の反応を非接
触で定量化出来る新たな計測系開発に取り組むなど、所期の目標達成につながる研究知見・研究インフラを確立
した。

研究成果の概要（英文）：Elucidating the developmental course of self recognition is among the most 
prominent goals in the field of social development research. The primary goal of the present 
research project is to clarify the neurobiological basis of self-recognition development and its 
individual differences during infancy to early adulthood. The main findings of this project include 
the revelation of the association between androgen level and attentional responses to self face in 
women, and the clarification of atypical processing of self- and other-related information in people
 with autism spectrum disorders. We also made preliminary attempt to establish a non-contact 
measurement system to quantify infants’ responses to audiovisual information. All these would 
contribute to the clarification of more details about self-recognition development. 

研究分野：実験心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究から、自己顔認知を含む自己認識能力は、社会性認知において不可欠な認知機能であると指摘されてき
た。したがって、自己認識の非定型発達を含む、自己認識の個人差が生じる神経生物学的基盤解明に取り組んだ
本研究の知見は、自閉スペクトラム症をはじめとした社会的コミュニケーションを苦手とする発達症の原因解明
にもつながるため、社会的波及効果は大きいと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

自己が環境からは独立した自律的存在であるという認識＝自己意識は、ヒト社会性の基盤と

なる重要な認知機能である。近年の研究により、自己行動制御能力・社会的規範意識等、社会行

動の根幹をなす諸機能が、自己意識を土台として発達することが明らかにされている(Geuten et 

al, 2016 他)。このため、自己意識の発達過程解明は、ヒト社会性発達研究の最重要課題の一つ

である。自己の顔＝自己顔は、個々人の独自性が最も強く表れる身体部位の一つである。さらに、

自己顔を「自己（の身体像）」と認識する能力＝自己顔認知能力の発達過程は、自己意識の発達

過程を鋭敏に反映すると考えられている(Devue & Bredart, 2011; Rochat, 2004 他)。このため、

自己顔認知能力の発達過程解明は、自己意識・社会性発達に関する実証的研究の中心テーマの一

つとなっている。 

自己認識・自己顔認知能力の発達過程は、自己顔に対する行動学的反応計測（Gallup, 1992 他）

により研究されてきた。その成果として、自己顔を、他者の顔よりも好んで長く注視する自己顔

に対する選好注視反応が生後 12 カ月頃に出現し、生後 24 カ月頃までに健常児の大半が、鏡に

映った自分の顔(鏡像)を「自己」と認識する鏡像認知能力を獲得することが明らかにされている

(Kristen-Antonow et al, 2015 他)。さらに、自己顔認知能力の出現時期の個人差が、心の理論

をはじめとした児の社会的認知能力の発達過程と関連する可能性が示唆されている (Nielsen & 

Dissanayake, 2004 他)。 

このように、先行研究により、自己顔認知能力の発達過程の一端が実証的に解明されてきた。 

しかし、自己顔認知能力に関する発達的研究は、その大半が乳幼児期に着目している他、行動学 

的指標を用いた横断研究に終始している。このため、自己認識・自己顔認知能力の発達過程に関

しては未解明点が多く残されている。 

一方、行動遺伝学・神経内分泌学的研究により、生物学的因子（遺伝子、ホルモン）が社会性

に与える影響が明らかにされつつある。自己顔に関しても、神経ペプチド・オキシトシンが、自

己顔情報処理に影響を与える可能性が示唆されている(Colonnello et al, 2013)。一方、研究代表

者らは、養育環境が社会性発達に及ぼす影響の強弱・方向性が、遺伝子の個人差により規定され

る可能性を見出した (Sawano, Doi et al, 2015)。これを踏まえると、環境・生物学的因子、及び、

両因子間の相互作用が、自己認識・自己顔認知能力発達過程の個人差を規定する可能性が考えら

れる。しかし、この仮説に関する実証的研究は現状ではほとんど存在しない。 

 

２．研究の目的 

本研究では、行動学計測・非侵襲的脳機能計測・生物学的因子解析を併用した学際的アプロー 

チにより、以下の 2 点を解明することで、乳幼児期～成人期における自己認識・自己顔認知能

力発達の神経生物学的基盤を包括的に解明する。 

 

解明点① 自己認識・自己顔認知能力発達過程の個人差を規定する環境・生物学的因子 

解明点② 自己認識・自己顔認知能力発達の神経科学的メカニズム 

 

３．研究の方法 

研究の目的を達成するため、本研究では、 定型発達成人を対象に、(1) 自己顔認知の個人差を

生み出す生物学的因子を探索的に検証した他（実験 1）、(2) 社会的コミュニケーションに非定

型性を呈する自閉スペクトラム症（ASD）者を対象に、心理物理学実験・注視点計測を併用し、

自己認識メカニズムの特徴を分析した（実験 2）。これらの研究により、自己認識能力の個人差

を生じる原因を解明することで、本研究の所期の目的である、自己認識の発達過程とその個人差

についての研究において注目すべき、因子の絞り込みに取り組んだ。さらに、乳児の感覚刺激に

対する反応を定量評価するための、新規実験系開発の予備的研究にも取り組んだ。以下では、本

研究で現時点までに得られている主要な成果として、実験 1・実験 2 の研究方法と、その研究成

果について説明する。 



 

(1) 実験 1 

若年健常成人を対象と

して、心理学実験と唾液

中ホルモン測定により、

自己顔に対する注意反

応の個人差を生み出す

生物学的因子を検証し

た。実験開始前に、研究

対象者の顔画像を撮影

した。撮影した顔画像を

自己顔条件、同年代の他

者の顔の平均顔を他者

顔条件の刺激として用いた。実験の 1 トライアルの流れを図 1 に示す。まず、画面中央に注視点

が表示された後、顔画像が提示される。顔画像の鼻のあたりに小さな矩形が表示される。矩形の

色は赤か緑である。その後、顔画像の左右に、2 つの長方形が表示された。一方の長方形は縦長

で、もう一方の長方形は横長になっている。研究対象者の課題は、鼻の位置付近に表示された矩

形が緑色であれば、出来るだけ素早くボタン押しで、横長の長方形が表示された位置を回答し、

矩形が赤色の時は、何もしないことであった。自己顔条件と他者顔条件のそれぞれで、緑・赤の

矩形が表示される頻度は 2：1 に設定した。 

 研究対象者が顔画像に注意を向けているとき、長方形の向きを判別するには、まず顔画像から

注意を解放する必要がある。顔画像に強く注意を向けているほど、注意の解放に時間がかかるた

め、長方形に対する反応が遅くなると考えられる。これを踏まえて、自己顔条件と他者顔条件に

おける反応時間の差を標準化した RTdiff を指標として、研究対象者が、自己顔に対してどれだ

け強く注意を向けているかを定量評価した。あわせて、研究対象者の唾液サンプルから、ELISA

法により唾液中テストステロン濃度を測定した。 

 

(2) 実験 2 

DSM-5 の診断基準にしたがって ASD の診断を受けた成人 ASD 男性と、年齢・知能をマッチングし

た定型発達成人を対象に実験を行った。自己と他者を区別する自己認識能力は、他者の視点から

の視覚世界がどのように見えるかを推測する視点取得の基盤である。そこで、本実験では、Dot-

perspective パラダイム（Samson et al, 2010）と呼ばれる手法を用い、両群間で視点取得能力

を比較した。 

 Dot-perspective パラダイムでは、図 2 のようなＣＧイメージが刺激として用いられる。刺激

では、部屋の中央にＣＧアバターが配置されており、左右の壁のどちらかを観ている。左右の壁

面には、複数個の赤い円が表示されている。研

究対象者の課題は、壁に表示された赤丸の数を

回答することである。自己視点条件では、研究

対象者自身に見える赤丸の数を回答するのに

対し、他者視点条件では、アバターの視点から

見える赤丸の数を回答する。研究対象者自身に

見える赤丸の数と、アバターの視点から見える

赤丸の数が一致している条件を一致条件、不一

致の条件を不一致条件と呼ぶ。主たる評価指標

として反応時間データを収集した。あわせて、

課題遂行中の視線データを収集した。 

Dot-probe パラダイムを用いた先行研究か

ら、定型発達者では、自己・他者視点条件の両

条件で、不一致条件における反応時間が、一致

条件における反応時間より長くなることが明らかにされている（不一致＞一致）。他者視点条件

で、不一致＞一致の結果が得られるのは、自らの視点から見える赤丸の数が、反応選択に干渉す

るためであると考えられる。一方、自己視点条件においても、不一致＞一致の効果が観られるの

は、課題遂行に必要ない場合にも、意図せず自動的に他者の視点からの見えを推測してしまう

“暗黙的な視点取得”の機能を反映していると考えられている。 

 

図 1. 実験 1 の提示刺激 

 

図 2. 実験 2 の刺激例。Samson et al (2010)より。 



 

 

４．研究成果 

(1) 実験 1 

RTdiff と唾液中テストステロン濃度との関連性を性別毎に分析した結果、女性では、唾液中

テストステロンレベルと RTdiff の間に有意な負の相関がみられた。この相関は、心理特性の効

果を統制した後も有意だった。この結果は、唾液中テストステロン濃度の高い女性は、低い女性

に比べ、自己顔から注意を解放しやすい、換言すれば、自己顔に対して注意を向けにくいことを

示唆している。この知見は、女性においては、男性ホルモンであるテストステロンの分泌レベル

が、自己顔認知能力の個人差を生み出す生物学的因子として機能する可能性を示唆している。 

 

(2) 実験 2 

反応時間分析の結果、定型発達者では、先行研究と同様に、自己・他者視点条件の双方で、不

一致条件における反応時間が一致条件よりも長くなった。一方、ASD 男性では、他者視点取得条

件では、不一致条件における反応時間が一致条件よりも長くなったが、自己視点取得条件では、

このような傾向はみられなかった。また、ASD 者は、すべての条件で、定型発達者と比較し、ア

バターの顔領域に対する注視時間が短い傾向にあった。以上の知見は、定型発達者に観られる

“暗黙的な視点取得”傾向が、成人 ASD 男性では減弱している可能性を示唆している。 

 

このように、本研究では、本格的な発達研究に取りかかる前段階として、定型発達男女を対象に、

自己認識・自己顔認知の個人差を生み出す生物学的因子を探索的に同定すると共に、社会的コミ

ュニケーションの非定型性を呈する ASD 者における自己認識の特徴を分析した。また、本稿では

詳しく触れなかったが、センサーを取り付けること無く、視聴覚情報観察時の乳児の末梢生理反

応を定量化出来る新たな計測系の確立に取り組んだ。今後は、最終年度までに得た知見と確立し

た実験系を活用し、自己認識の発達過程の個人差を規定する生物学的因子解析に取り組む予定

である。 
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